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「ほとんど持っていない」（14.6％））」という回答者は、約２割である。ところで、こ

の 2割という回答率であるが、2014 年調査と比較すると、倍近くになっている。ひとりぐ

らしの高齢者は、「近所付き合いがない」割合が 18.1％、「相談したりする人はいない」

の割合が 14.6％となっている。 

 

図表 14 親しくしている友人・仲間（令和３年度 高齢者の日常生活・地域社会への参加

に関する調査） 

 人は集団の中で生まれ落ちる。集団を前提にしてさまざまな儀礼文化が発達してきたこ

とは明らかである。単身者はそうした文化から遠く、離れようとしている。かつて単身者

で生活することは不可能もしくは極めて困難な時代があった。個人は「家」や地域社会の

中で生涯を過ごすことを強いられた。戦後になって、そうした社会構造は大幅に崩れだし、

核家族が中心の社会となり、現在は単身者として生計を立て生涯を過ごすことが可能とな

っている。勇敢な女性たちにより、従来の禁忌とされた生活様式に挑戦する者が現れるよ

うになった。また、単身者として生涯を閉じる社会構造が生じた。こうした単身者は、明

らかに増加しており、彼らの生活様式は奇異ではなく、ふつうの生活様式として受け入れ

られるようになっている。 

 しかしながらこうした人々が儀礼文化全般に無関心であるわけではなさそうである。正

月やクリスマスを始め、日本社会全体が儀礼に染まる時期に、新しい形での参加の可能性

がありそうである。 

 高齢者の増加と儀礼文化の維持はきわめて困難に見える。家族や親族との関わりがます

ます弱くなり、地域の人々や友人との交流が失われ、かつ高齢者の通過儀礼がほとんど存

在しないために、儀礼文化は弱くなっていく。ケアセンターなどでどのような行事が実施

されていて関心があるのか、調査が必要であるように思う。 
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22..冠冠婚婚葬葬祭祭とと情情報報化化にに関関すするる研研究究 

はじめに 

                                 山田 慎也 

 

 

 本研究は、情報化という観点から近代以降の冠婚葬祭の変容についてその実態を明らかにす
ることを目的としている。 
 新型コロナウイルス感染症の流行も３年が経ち、感染状況も比較的落ち着いてきたことによ
り、政府は感染法上の位置づけを２類から５類へと分類を移行させ、日常生活もだいぶ元に
戻ってきている。しかし新型コロナウイルス感染症自体がなくなったわけではないので、感染
症には今後も気をつけて対処していかなければならないのであり、流行以前の形に完全に戻る
ことはできるわけではない。 
 それと同じように人々の生活も、直接的な接触が大幅に制限されていったなかで経験したさ
まざまな対応が３年間も継続していることで、その生活様式も浸透し、流行以前の生活様式に
完全に戻ることはできなくなっている。とくにコロナ禍において冠婚葬祭のあり方が大きく変
化していったが、その変化はコロナ禍による制約から生じたものも多いが、それにとどまらず、
少子高齢化といったさまざまな社会変容によってすでに生じてきたものが、コロナ禍によって
顕在化してきたものも多くみられるのである。 
 こうした社会変容の流れの中においては、本研究の課題となっている冠婚葬祭と情報化の関
係は重要な観点である。このプロジェクトは二年目を迎え、それぞれの課題に取り組む中で、
情報化による冠婚葬祭の多様な展開について検討を続けており、来年度の総括に向けてその中
間的なとりまとめを行った。
 


